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特集１　自治会活動を応援しています

 自治会って何 ?
特集２　国から地方へ税源移譲

 どう変わる？あなたの税
■市政の動き
　農地・水・環境保全向上対策
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■インフォメーション　　　　　　　　　　
　「牧水短歌コンクール」募集
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あ
る
日―

早
朝
�
用
事
が
あ
り
出
掛

け
よ
う
と
す
る
と
前
の
公
園
を
清
掃
す

る
人
た
ち
が
い
ま
し
た
�﹁
い
つ
も
き
れ

い
な
公
園
で
気
持
ち
が
い
い
な
﹂
と
思

�
た
あ
な
た
�

―

実
は
�
そ
の
公
園
の
清
掃
は
�
自

治
会
の
人
た
ち
が
行
�
て
い
る
の
で

す
�

 

あ
な
た
は
�
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
�

ゆ
�
く
り
と
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
み
ま

し
た
�
し
ば
ら
く
い
く
と
﹁
あ
れ 

昨
日

道
路
に
開
い
て
い
た
穴
が
�
も
う
き
れ

い
に
な
�
て
る
﹂
と
気
づ
い
た
あ
な
た
�

―

実
は
�
昨
日
�
自
治
会
の
役
員
さ

ん
が
�
道
に
開
い
た
穴
の
危
険
な
状
況

を
把
握
し
て
�
市
役
所
に
連
絡
し
た
の

で
す
�

 

あ
な
た
は
�
信
号
待
ち
の
と
き
�
ふ
と

横
を
見
る
と
�
公
民
館
で
空
き
缶
や
ペ

�
ト
ボ
ト
ル
を
分
別
し
て
い
る
人
た
ち

が
い
ま
す
�

﹁
あ
�　

今
日
は
資
源
ご
み
の
日
か
！
﹂

と
思
�
た
あ
な
た
�

―

実
は
�
ゴ
ミ
の
分
別
状
況
の
徹
底

と
ク
リ
�
ン
ス
テ
�
シ
�
ン
の
管
理
を

自
治
会
の
人
た
ち
が
行
�
て
い
る
の
で

す
�

 

あ
な
た
は
�
用
事
を
済
ま
せ
帰
宅
し
ま

し
た
�

　

前
の
公
園
は
も
う
真
�
暗
で
�
い

つ
も
な
ら
若
者
の
騒
ぐ
声
が･

･
･

で
も
�

今
夜
は
や
け
に
静
か
で
す
�﹁
あ
れ
？

　

公
園
に
外
灯
が
つ
い
て
る
﹂
と
�
ほ

�
と
し
た
あ
な
た
�

―

実
は
�
青
少
年
の
健
全
育
成
や
防

犯
対
策
の
た
め
�
自
治
会
が
公
園
の
外

灯
を
市
役
所
に
申
請
し
て
�
設
置
さ
れ

た
も
の
な
の
で
す
�

 

あ
な
た
は
家
の
ポ
ス
ト
を
開
け
ま
す
�

中
に
は﹁
広
報
ひ
�
う
が
﹂�
手
に
取
り
�

と
り
あ
え
ず
目
を
通
す
�﹁
最
近
こ
の

辺
で
不
審
火
が
あ
�
た
の
？
﹂
と
記
事

に
驚
く
�
心
配
に
な
り
�
家
の
前
に
置

い
て
あ
�
た
ダ
ン
ボ
�
ル
箱
を
片
付
け

る
あ
な
た
�

―

実
は
﹁
広
報
ひ
�
う
が
﹂
は
�
自

治
会
加
入
に
つ
い
て
の
お
願
い
の
チ
ラ

シ
と
と
も
に
�
自
治
会
の
人
が
配
�
た

も
の
な
の
で
す
�

特
集
１

　

市
は
自
治
会（
区
）活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

 
自
治
会
�
て
何
？

　
　

～
日
向
市
に
は
、
93
の
自
治
会
が
あ
り
、
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
～

　

自
治
会（
区
）に
加
入
し
た
い
け
ど
、
地
元

自
治
会
の
連
絡
先
な
ど
が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
方
は
、
総
務
課
（
☎
52

－

２
１
１
１
内
線

２
２
２
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
治
会
�
て
何
？

　

同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
ど

う
し
が
、
仲
良
く
助
け
合
っ
て
暮

ら
し
て
い
こ
う
と
す
る
考
え
方

は
、
今
も
昔
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
自
治
会
は
こ
う
し
た
人
び
と

が
自
分
た
ち
の
力
で
、
よ
り
住
み

よ
い
地
域
を
築
い
て
い
く
こ
と
を

大
き
な
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
何
か
あ
っ
た
と
き
、
頼
れ
る

身
内
と
か
親
せ
き
が
近
く
に
い
な

い
」
と
か
「
引
っ
越
し
て
き
た
ば

か
り
で
こ
の
辺
り
の
こ
と
が
わ
か

ら
な
い
」
な
ど
と
い
う
と
き
、
お

隣
さ
ん
や
近
所
の
人
た
ち
が
頼
り

に
な
る
も
の
で
す
。

　

生
活
す
る
う
え
で
、
と
て
も
大

事
な
こ
と
だ
け
ど
、
あ
な
た
一
人

の
力
で
は
ど
う
し
て
も
解
決
で
き

な
い
こ
と―

。

　

そ
ん
な
、「
地
域
の
課
題
」
を
、

「
地
域
で
解
決
」
し
、「
住
み
よ
い

ま
ち
」
を
築
い
て
い
く
た
め
に
活

動
し
て
い
る
の
が
「
自
治
会
」
な

の
で
す
。

自
治
会
の
役
割
の
再
認
識

　

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
痛

ま
し
い
事
件
や
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
、
い
つ
発
生
す
る
か
も
わ
か
ら

な
い
自
然
災
害―

。
身
近
で
お
こ

る
、
ご
み
の
捨
て
方
や
犬
猫
の
フ

ン
害
の
マ
ナ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

3 2

社
会
問
題
が
新
聞
紙
上
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
住
民
ど
う
し
の
つ
な

が
り
の
薄
さ
が
、
そ
の
原
因
に
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
あ
ら
た
め
て
地
域
に
お
け
る

連
携
や
協
力
の
必
要
性
と
そ
れ
に

基
づ
く
地
域
活
動
や
地
域
固
有
の

ま
ち
づ
く
り
が
見
直
さ
れ
、
地
域

と
し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
活

動
し
て
い
る
自
治
会
の
役
割
が
再

認
識
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

自
治
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

進
む
べ
き
方
向
と
目
標
を
、
市

は
新
し
い
日
向
市
総
合
計
画
の
中

で
﹃
市
民
が
奏
で
る
�
交
響
�
空

間　

優
し
く 

強
く 

温
か
い 

人 

と 

ま
ち
﹄
と
表
現
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
も
行
政
へ
の

市
民
の
参
画
が
必
要
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
に
住
み
、

働
き
、
学
び
、
憩
う
全
て
の
人
々

と
の
協
働
作
業
で
す
。
市
民
が
地

域
に
愛
着
を
持
ち
、
自
主
的
、
主

体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
自
治

会
と
行
政
と
の
役
割
分
担
を
し
な

が
ら
、
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
安

心
・
安
全
な
ま
ち
を
築
き
あ
げ
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
そ
ん
な
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
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3,000 0 
0 
0 
0 

3,000 200万 

250万 

300万 

350万 

25,500 

48,000 

68,200 

0 

41,000 

86,000 

126,500 

66,500 
134,000 
194,700 

●平成19年から税源移譲により、所得税と住民税（市・県民税）の税率が変わります。 

所得税 

住民税 

より身近な行政サービスを効率よく行えるよう、国から地方へ税源移譲が行われます。 

所得税と住民税（市・県民税所得割）の税率が変わります 

 「地方でできることは地方に」という方針のもと進められている三位一体改革。地方団体は国が国税として集
めた財源の中から国庫補助金を受けており、その行財政システムは必ずしも自主性が高いとはいえません。 
 このため、地方団体が自主的に財源の確保を行い、住民にとって真に必要な行政サービスを自らの責任でより
効率的に行えるよう国税から地方税へ、税そのものの形で３兆円の税源移譲をすることになりました。 

平成１９年１月分から適用 

平成１９年６月分から適用 

４段階の税率を、６段階に細分化 

３段階の税率から、一律１０％に 

税源移譲による負担変動（年額） 

●年金受給者夫婦の場合 
（６５歳以上、年金収入額は夫婦の片方の額） 

モデルケース 

年金収入 
所得税 市県民税 

税源移譲前（単位：円） 負担 
増減額 

税源移譲後（単位：円） 

合 計  

3,000 3,000 

46,000 

91,000 

131,500 

0 

20,500 

43,000 

63,200 

66,500 
134,000 
194,700 

所得税 市県民税 合 計  

9,000 0 
0 
0 
0 

9,000 300万 

500万 

700万 

1000万 

76,000 

196,000 

442,000 

0 

119,000 

263,000 

688,000 

195,000 
459,000 

1,130,000

●夫婦＋子供２人の場合 
（子供のうち１人が特定扶養に該当するものと仮定しています） 

年金収入 
所得税 市県民税 

税源移譲前（単位：円） 負担 
増減額 

税源移譲後（単位：円） 

合 計  

9,000 9,000 

135,500 

293,500 

539,500 

0 

59,500 

165,500 

590,500 

195,000 
459,000 

1,130,000 

所得税 市県民税 合 計  

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 

※上記は税源移譲による負担変動を示すものです。このほか平成１９年分所得税、平成１９年度分市県民税から定率減税が廃止される等の影響があ 

　ることにご留意ください。 

※年金受給者（平成１７年１月１日現在６５歳以上）で合計所得金額が１２５万円以下の方は上記表額の２/３課税となります。 

※市県民税の額は所得税の額を表示しています。所得割のほかに均等割4,500円が加算されます。 

（所得税と住民税を合わせた税負担が変らないよう制度設計） 

（県民税4％・市民税6％） 

どう変わる？あなたの税 どう変わる？あなたの税 どう変わる？あなたの税 特集２ ●定率減税が廃止されます。 

●住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとられています。 

所得税：平成18年1月分から 
    税額の10％相当額を減額（12.5万円を限度） 
 
住民税：平成18年6月分から 
    税額の7.5％相当額を減額（2万円を限度） 

◎税源移譲以外の主な変更点 

　平成17年１月１日現在で65歳以上だった人（昭和15年１月２日以前に生まれた人）で、前年の合計所得金
額が125万円以下の人は、平成１７年度まで住民税が非課税でしたが、年齢に問わず公平に負担を分かち合う
という観点から、この措置が平成１８年度から廃止され、現役世代と同様の制度が適用されています。ただし、
急激な税負担の増加を緩和するため、経過措置がとられています。 

　平成１１年度から、景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた定率減税が、最近の経
済状況を踏まえて廃止されます。 

夫婦＋子供２人・給与収入700万円（年額） モデルケース 

※子供のうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。　※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 

※この経過措置は昭和１５年１月２日以前に生まれた人が 
対象となります。 

平成18年 

所得税：19年1月分から廃止 
 
 
住民税：19年6月分から廃止 

平成19年以降 

平成17年度 平成18年年度以降 

平成18年 平成19年 

所 得 税  
・定率減税 

合 計  418,000円 合 計  459,000円 

263,000円 
△26,300円 

住 民 税 
・定率減税 

所 得 税  

住 民 税 196,000円 
△14,700円 

293,500円 

165,500円 

合計所得金額 
125万円以下の人 

合計所得金額 
125万円以下の人 

経過措置として 
平成18年度は税額の3分の2を減免 
平成19年度は税額の3分の1を減免 
平成20年度以降は全額負担 
 

非課税 課　税 
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豊
か
な
農
村
環
境
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
守
り
ま
す　

　

７
地
区
に
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
活
動
を
支
援

　

地
域
ぐ
る
み
で
の
農
地
や
水
を
守
る
活

動
を
支
援
し
よ
う
と
「
農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
」
協
定
書
調
印
式
が
４
月

2�
日
開
か
れ
、
市
と
７
地
区
の
活
動
団
体

と
の
間
で
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
や
農
業
用
の
施
設
は
、
意
識
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
で
、
普
段
の
生
活
の
中
に

恩
恵
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
田
ん
ぼ
や
た
め
池
に
水
を
貯

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
豪
雨
に
よ
る
洪
水
を

調
整
し
た
り
、
美
し
い
景
色
や
憩
い
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
農
業
者
の
「
高
齢
化
」
や
農

家
と
非
農
家
の
「
混
住
化
」
と
い
っ
た
問

題
に
よ
っ
て
、
草
刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ

と
い
っ
た
作
業
が
重
労
働
で
し
か
も
少
人

数
で
負
担
す
る
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
農

地
や
農
業
用
施
設
の
維
持
管
理
が
難
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
」
に
よ
り
、
農
地
や
農
業
用
の
施

設
の
保
全
活
動
に
取
り
組
む
地
域
の
方
が

た
の
活
動
を
支
援
し
よ
う
と
、
地
域
ぐ
る

み
で
の
農
地
や
水
を
守
る
効
果
の
高
い
共

市政の動き

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

黒
木
市
長
、
県
北
の
明
日
に
つ
い
て
熱
く
語
る

ー
。

　

市
民
主
体
に
よ
る
元
気
で
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
て
自
ら
企
画･

運
営
す
る
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
下
半
期
分
（
平
成
19
年
10

月
～
平
成
20
年
３
月
実
施
）
を
広
く
市
民

活
動
団
体
な
ど
か
ら
公
募
し
ま
す
。

　

市
民
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
審
査
会
で

採
択
さ
れ
た
事
業
に
対
し
て
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

●
応
募
で
き
る
団
体　

①
市
内
に
活
動
拠

点
を
有
す
る
非
営
利
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

日
向
市
市
民
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

　

下
半
期
（
10
月
～
３
月
）
実
施
事
業
の
公
募
開
始
！

法
人
・
市
民
活
動
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
・
自
治
会
等
）
で
あ
る
こ
と
。

②
５
人
以
上
の
会
員
で
組
織
し
て
い
る
こ

と
。
③
組
織
の
運
営
に
関
す
る
規
約
等
が

あ
る
こ
と
。
④
宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を

行
う
団
体
で
は
な
い
こ
と
。
⑤
暴
力
団
の

構
成
員
が
、
団
体
の
役
員
と
な
っ
て
い
な

い
こ
と
。

●
募
集
事
業
の
内
容　

①
市
ま
た
は
市
内

特
定
地
域
（
以
下
「
市
、地
域
」
と
い
う
）

の
活
性
化
又
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に

つ
な
が
る
事
業　

②
市
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
事
業　

③
市
、
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
や
情
報
発
信
に
つ
な
が
る
事
業

●
事
業
の
部
門
及
び
補
助
率
、
補
助
金
交

付
上
限
額

①
地
域
づ
く
り
系
事
業
（
特
定
地
域
で
の

環
境
美
化
、
防
犯
、
助
け
合
い
、
共
助
な

ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
及
び
醸
成
に
つ

な
が
る
事
業
）
補
助
率　

３
／
４
以
内　

限
度
額　

�0
万
円

②
イ
ベ
ン
ト
系
及
び
そ
の
他
の
事
業
（
全

市
対
象
の
祭
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
講
演

会
、
文
化
芸
術
の
発
表
会
、
展
覧
会
な
ど

　

県
中
小
企
業
家
同
友
会
県
北
支
部
が
主

催
し
た「
県
北
地
域
の
明
日
を
考
え
る
会
」

が
４
月
18
日
、市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、

県
北
域
の
中
小
企
業
の
経
営
者
な
ど
約
�0

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

迎
え
ら
れ
た
黒
木
健
二
日
向
市
長
と
首

藤
正
治
延
岡
市
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治

理
念
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
、
共
通
課
題

の
行
財
政
改
革
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、
ま
た
行
政
の

広
域
化
、
道
州
制
移
行
へ
の
見
解
を
述
べ

ま
し
た
。

　

両
市
長
と
も
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
行

政
運
営
の
方
針
に
つ
い
て
、
市
民
の
目
線

に
立
っ
た
行
政
運
営
と
民
間
活
力
の
重
要

性
を
ア
ピ
ー
ル
。
黒
木
市
長
は
「
ま
ち
づ

く
り
で
一
番
重
要
な
こ
と
は
市
民
と
行
政

が
ど
う
い
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結

び
、協
働
し
て
い
く
か
で
す
。自
助
・
共
助
・

公
助
が
う
ま
く
融
合
さ
れ
た
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
行
政

が
舞
台
を
つ
く
り
ま
す
が
、
脚
本
を
書
き

下
ろ
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
演
出
す
る
の
は

市
民
や
商
店
街
の
役
割
。
あ
く
ま
で
も
主

役
は
住
民
で
す
」
と
市
民
の
参
画
に
よ
る

活
性
化
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

首
藤
延
岡
市
長
も
行
財
政
改
革
に
つ
い

て
「
市
民
感
覚
を
政
治
に
、
経
営
感
覚
を

行
政
へ
」
と
し
た
政
治
理
念
を
職
員
に
浸

透
さ
せ
意
識
共
有
化
を
図
る
取
り
組
み
を

紹
介
。
約
２
時
間
に
も
及
ぶ
両
市
長
の
熱

い
議
論
や
、
広
い
視
野
で
の
県
北
域
の
総

合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
対
談
に
、参
加
者
は
、

熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
興
味
深
く
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

の
イ
ベ
ン
ト
）　

補
助
率　

１
／
２
以
内　

限
度
額　

６
０
０
万
円

●
提
出
書
類　

①
事
業
企
画
提
案
書
②
事

業
計
画
書
③
事
業
収
支
予
算
書
④
事
業
提

案
団
体
概
要
書
⑤
団
体
の
運
営
に
関
す
る

規
約
等
⑥
会
員
名
簿
⑦
前
年
度
事
業
収
支

決
算
書
（
活
動
実
績
の
あ
る
団
体
の
み
）

●
応
募
締
切　

平
成
19
年
７
月
31
日
（
火
）

●
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

事
業
や
募
集
に
関
し
て
、
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
市
民
協
働
課

市
民
協
働
係
（
☎
内
線
２
８
５
３
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
補
助

金
交
付
要
綱
な
ど
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

同
活
動
と
環
境
保
全
に
向
け
た
先
進
的
な

営
農
活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
共
同
活
動
に
取
り
組

む
の
は
、
庄
手
・
梶
木
、
塩
見
、
鵜
毛
、

百
町
原
、
宮
の
下
、
田
野
、
迫
野
内
東
上

の
７
地
区
（
約
４
０
０
㌶
）。
さ
ら
に
、

庄
手
・
梶
木
地
区
で
は
営
農
活
動
に
も
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
農
林
水
産
省
が
平
成
19

年
度
か
ら
５
年
間
の
期
間
で
全
国
的
に
実

施
す
る
新
規
事
業
で
、
環
境
保
全
に
対
す

る
新
し
い
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
日
向
ひ
ま
わ
り
レ
デ
ィ
」
を
募
集
し
ま
す

日
向
市
を
ど
か
ー
ん
と
元
気
に
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い

　

日
向
市
観
光
協
会
で
は
、
市
の
観
光
Ｐ

Ｒ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
く
「
日
向
ひ
ま
わ
り
レ
デ
ィ
」
を

募
集
し
ま
す
。

　

従
来
の
「
レ
デ
ィ
」
と
い
う
枠
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
特
技
や
経
験

を
生
か
し
た
、
斬
新
で
豊
か
な
発
想
の
Ｐ

Ｒ
が
で
き
る
人
、
大
歓
迎
で
す
。
自
薦
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

日
向
市
を
明
る
く
、
元
気
に
Ｐ
Ｒ
し
た

い
！　

と
い
う
や
る
気
の
あ
る
人
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

日
向
市
に
在
住
、
ま
た
は

勤
務
す
る
満
18
歳
以
上
の
人
で
、
主
催
者

が
依
頼
す
る
各
種
行
事
に
１
年
間
（
可
能

で
あ
れ
ば
２
年
以
上
）
支
障
な
く
参
加
で

き
る
人
。

●
募
集
定
員　

２
人

●
募
集
期
間　

６
月
１
日
（
金
）
～
６
月

22
日
（
金
）

●
表
彰　

当
選
者
に
は
、
賞
状
及
び
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
副
賞
と
し
て
10
万
円
を
贈
呈
。

ま
た
、
制
服
一
式
を
支
給
。

●
任
期　

平
成
19
年
８
月
１
日
～
平
成
20

年
７
月
31
日　

※
可
能
で
あ
れ
ば
延
長
を

●
応
募
方
法　

市
観
光
協
会
に
備
え
付
け

の
応
募
用
紙
に
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

日
向
市
の
観
光
に
つ
い
て
の
作
文
を
添
付

し
て
、
市
観
光
協
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
作
文
は
、
①
「
私
が
す
す
め
る
日
向

市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
」
②
「
私
が
感
動
し

た
、
お
も
て
な
し
」
の
う
ち
か
ら
１
つ
の

テ
ー
マ
を
選
び
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
１
枚
程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

●
選
考
基
準　

積
極
的
に
日
向
市
を
Ｐ
Ｒ

で
き
る
、
健
康
で
明
る
く
元
気
な
人
。

●
選
考
日
程　

７
月
１
日
（
日
）
午
前
９

時
～
12
時
（
市
役
所
第
３
委
員
会
室
）

●
選
考
方
法　

書
類
審
査
及
び
面
接

●
問
い
合
わ
せ　

日
向
市
観
光
協
会
事
務

局
（
☎
��—

０
２
３
５
）
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タイムセラー
本当の「時間」の使い方
フェルナンド・トリアス・デ・ベス／著
田内志文／訳　ポプラ社

つ の 間 に か、
ズレてしまっ
たぼくの人生。

今からだって買い戻
せる ?! 「人生のバ
ランスシート」「5
分間ボトル」「無料
で CM を流す方法」

「35 年ドラム」など、
アイデアと刺激に満
ちた人生のヒントが
詰まった物語。

梅の漬け方と梅料理
改訂版
ブティック社

の選び方から
梅 干 し、 梅 酒
の作り方まで

写真で詳しく紹介。
その他、梅酢や梅肉、
梅酒を使ったおかず
やデザート、パスタ、
スープ、ご飯まで梅
を 120% 楽しめる
料理本。03 年刊の
改訂版。

梅

あめぽつんぽつん
ミック･インクペン／作
角野栄子／訳
小学館

っ、 あ め が ふ
っ て き た。 は
りねずみくん、

う さ ぎ く ん、 ぼ く
のかさに入らない ? 
みんなで遊べば、雨
の日も楽しいよ。犬
のキッパーが雨の中
で遊びます。

あ

かえるくんはかなしい
マックス・ベルジュイス／文･絵
清水奈緒子／訳
セーラー出版

からずっと悲
し く て、 元 気
がないかえる

くん。でも、どうし
て悲しいのかわかり
ません。そんなかえ
るくんを心配して、
こぐまくんやねずみ
くんが笑わせようと
してくれますが、ち
っともききめはあり
ません…。

朝

■ 新しく入った本 ■
◎日本人の住まい
 （宮本常一 / 農山漁村文化協会）

◎ターシャの庭づくり
 （ターシャ・テューダー / メディアファクトリー）

◎世界遺産の建築を見よう
 （古市徹雄／岩波書店）　  ほか

乳幼児 / 午前 10 時 30 分～ 11 時
14 日　21 日　28 日　

幼児 / 午後 3 時 30 分～ 4 時
13 日　20 日　27 日　

小学生 / 午前 11 時～ 11 時 30 分
9 日　16 日　23 日　30 日

●
図
書
館
へ
お
い
で
よ　
　
　
　

●

■６月のおはなし会■

　

乳
歯
は
20
本
、
永
久
歯
は
人
に
よ
っ
て

差
は
あ
る
も
の
の
、
全
部
で
28
～
32
本
で

す
。
た
か
が
一
本
と
あ
な
ど
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

奥
歯
が
一
本
な
く
な
っ
た
だ
け
で
、
噛

む
力
は
3�
％
も
低
下
し
、
食
事
が
し
に
く

く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
本
一
本

の
歯
を
大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

健
康
な
歯
と
歯
ぐ
き
が

約
束
し
て
く
れ
る
こ
と
は
？

①
肥
満
の
防
止

　

よ
く
噛
ん
で
、
味
わ
い
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
取
る
食
事
は
、
噛
ま
ず
に
い
っ
き

に
食
べ
る
食
事
よ
り
も
、
少
量
で
満
腹
感

が
得
ら
れ
ま
す
。
肥
満
の
防
止
に
直
結
し

て
い
ま
す
。

②
脳
が
活
性
化
す
る

　

咀そ

し
ゃ
く
に
よ
る
、
筋
肉
の
動
き
が
脳

へ
の
血
液
の
循
環
を
促
し
、
脳
細
胞
の
活

動
を
活
発
に
し
ま
す
。
右
側
で
も
左
側
で

も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
発
音
が
は
っ
き
り
、
表
情
も
豊
か
に

　

歯
が
そ
ろ
っ
て
い
れ
ば
、
言
葉
を
は
っ

き
り
と
発
音
で
き
る
ば
か
り
か
、
表
情
も

明
る
く
、
豊
か
に
な
り
ま
す
。

④
消
化
吸
収
が
良
く
な
る

　

歯
が
健
康
で
あ
れ
ば
、
よ
く
噛
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
よ
く
噛
め
ば
、
食
べ
も
の

が
こ
ま
か
く
な
る
の
で
、
胃
腸
へ
の
負
担

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

⑤
抵
抗
力
が
高
ま
る

　

よ
く
噛
む
こ
と
で
、
全
身
の
抵
抗
力
が

高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
噛

む
こ
と
で
分
泌
が
増
え
る
だ
液
に
は
、
消

化
作
用
だ
け
で
な
く
、抗
菌
作
用
も
あ
り
、

口
の
中
を
衛
生
的
に
保
っ
て
く
れ
ま
す
。

歯
ブ
ラ
シ
の
持
ち
方
は
？

　

力
を
入
れ
過
ぎ
て
歯
や
歯
ぐ
き
を
傷
つ

け
な
い
よ
う
、柄
の
端
の
方
を
も
ち
ま
す
。

鉛
筆
と
同
じ
よ
う
に
、
親
指
と
人
さ
し
指

で
軽
く
つ
ま
む
よ
う
に
持
ち
ま
す
。

磨
く
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

　

食
事
後
、
３
分
以
内
に
、
て
い
ね
い
な

歯
み
が
き
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
～
６
月
に
か
け
て
、
学
校
歯
科
検

診
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
検
診
結
果
が

後
日
、
ご
家
庭
に
届
き
ま
す
の
で
治
療
な

ど
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
は

必
ず
受
診
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

学
校
保
健

☎
54
︱
１
９
１
９■ ６月の休 館 日  ■

1 ～ 7 日　11 日　18 日　25 日
※１日から７日は蔵書点検のため
　休館します。

い
■６月・７月の上映会

～プログラム～
●６月１０日（日）
１０: ３０～（対象：こども）
　ももたろう・まめつぶころころ
　サヨナラ、みどりが池
１４: ３０～（対象：一般）
火山１（ナショナルジオグラフィック）
●７月８日（日）
１０: ３０～（対象：こども）
　わらしべ長者・田植地蔵
　アリとセミ・いなかのねずみと
　町のねずみ
１４: ３０～（対象：こども・一般）
　火垂るの墓　

●問い合わせ　市民課年金係（☎内線 2132）

Ｑ .  住民基本台帳カード（住基カード）
　　を作りたいのですが、何が必要で
　　すか？
A． 住基カードには、写真無しと写真付きの

２種類のカードがあります。写真無しカ
ードを作るには、印鑑、官公署発行の顔
写真付き身分証明書、手数料５００円が
必要です。写真付きカードを作るには、
上記にあげたものに加え、顔写真（申請
から６か月以内のもので、無背景・無帽、
大きさが縦 4.5cm、横 3.5cm）が必要
となります。官公署発行の顔写真付き身
分証明書を持つ、本人の申請であれば即
日交付できますが、代理人が申請する場
合や、官公署発行の顔写真付き身分証明
書を持っていない人の場合は、文書照会
をして本人確認を行いますので、即日交
付はできません。

●問い合わせ　市民課市民窓口係（☎内線 2133）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。　
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
　営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課（☎内線２２３５）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

Q.　転職するため会社を退職しました。
　　新しい会社には３か月後から出社す
　　ることになっています。
　　それまでの期間も国民年金に加入し
　　ないといけないのでしょうか。

A. 　 日本国内に住所のある２０歳以上６０歳
未満の方は、すべて国民年金に加入する
ことになっています。あなたの場合、再
就職の予定があるということですが、そ
れまでの３か月間は厚生年金保険に加入
していない期間ですので、国民年金に加
入しなければなりません。納付が困難な
場合は、失業による特例免除等もありま
すので、必ず年金係に相談してください。

■県立日向工業高等学校
　学校開放講座の受講生を募集します。
●講座内容
①初級パソコン教室（ワード・インターネット体験）

　・ワードによる文章作成・暑中見舞作成など

　・インターネットの利用体験

②第２種電気工事士技能試験対策講座

　・７月 22 日（日）に実施される第２種電気工事士

　の技能試験に対応した実技指導

●日程　６/30　７/ １　７/ ７　７/21　（全４回）

●時間　午前 10 時〜午後 � 時

●募集期間　６月２日〜 1� 日（当日消印有効）

●募集人員
　・初級パソコン教室　20 名

　・第２種電気工事士技能試験対策講座　10 名

　　※条件：一次試験の合格見込みの人、または一次

　　試験免除者に限ります。

●募集方法　往復葉書に「郵便番号・住所・氏名・年

齢・電話番号・希望講座名」を記入、返信宛名も記入

の上、応募してください。

●選考　抽選の上、選考結果を６月 2� 日までに応募

者に通知します。

●受講料　２, ０００円（テキスト代含む）

●申込・問い合せ
　〠 883 − 0022　日向市大字平岩 8��0 番地

　日向工業高等学校　（☎ �� − 1�11）

■介護ヘルパー２級講習受講者を募集します。
�0 歳台前半層の方々に雇用・就業機会の確保を促進

することを目的とした講習で、家事援助や医療の基

礎知識など訪問介護員養成研修 2 級課程（130 時間）

を習得するものです。

●講習期間　７月 23 日〜９月 11 日

　　　　　　（土曜、日曜は休み）

●受講料　無料

●場所　日向市社会福祉協議会

●主催　宮崎県シルバー人材センター連合会

●応募資格　県内在住の健康な高齢者

　（原則として就職意欲のある �0 歳台前半層の方）

●定　員　　20 名

●募集期間　６月 1� 日〜７月５日

●申込・問合せ（社）日向市シルバー人材センター　

（☎ �2 − 2200）

※事前説明会　７月 12 日（木）午後１時 30 分〜

　個人面接などを行い受講者を決定します。

６
月
４
日
～
10
日
は
、

歯
の
衛
生
週
間
で
す
。
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このまちの人たち ー ボイス

　

古
代
、
ハ
ワ
イ
の
人
々
は
文
字
を

持
た
な
か
っ
た
の
で
手
の
動
き
で
伝

え
た
い
こ
と
を
表
現
し
た

ー
。

　

そ
れ
が
フ
ラ
の
起
源
。

　
「
大
地
、
空
、
海
、
波
、
風
、
草
花
、

そ
し
て
愛

ー
。
指
先
と
全
身
の
動

作
で
そ
の
歌
の
意
味
を
表
現
し
ま
す
。

フ
ラ
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
ん
で

す
よ
」
と
語
り
し
な
や
か
に
舞
う
那

須
悦
子
さ
ん
。
数
年
前
か
ら
フ
ラ
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
を
主
宰
し
、
こ
の
４

月
に
念
願
の
ス
タ
ジ
オ
を
市
内
に
開

設
し
た
ば
か
り
。
も
と
も
と
、
ダ
ン

ス
が
好
き
で
、
フ
ラ
メ
ン
コ
や
社
交

ダ
ン
ス
を
や
っ
て
い
た
が
10
年
ほ
ど

前
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
出
会
い
、
そ
の

動
き
、
歴
史
、
文
化
に
惹ひ

か
れ
、
た

ち
ま
ち
夢
中
に
な
っ
た
。「
一
番
の
魅

力
は
癒い

や

し
の
フ
ラ
ソ
ン
グ
。
フ
ラ
を

踊
る
と
人
に
優
し
く
、
素
直
に
な
れ

る

ー
そ
の
気
持
ち
を
み
ん
な
と
共

感
し
た
い
ん
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
。
一
見
、
優
雅
で
静
か
な
舞
い
だ

が
「
精
神
と
身
体
を
集
中
さ
せ
踊
る

の
は
大
変
な
運
動
量
、
腹
筋
が
鍛
え

ら
れ
腰
痛
も
治
っ
た
わ
よ
」
と
生
徒

の
一
人
が
話
す
。
現
在
、
小
学
生
か

ら
60
歳
代
の
幅
広
い
世
代
の
生
徒
28

名
が
こ
の
教
室
に
通
い
、
６
月
24
日

の
発
表
会
に
向
け
レ
ッ
ス
ン
に
汗
を

流
す
。
那
須
さ
ん
は
、
癒い

や

し
の
詩う

た

に

の
り
、
指
先
と
全
身
で
聖
な
る
ア
ロ

ハ
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
伝
え
て
い
る

ー
。

ハ
ン
ド
モ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
大
切
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
指
先
に
女
神
が
宿
る

Ｈ
Ｕ
Ｌ
Ａ
に
魅
せ
ら
れ
て―

11

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職

場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い

ま
し
た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
☎
内
線
２
２
３
５
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
係
が
写
真
を

撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

曲の流れで雰囲気を演出
住宅の設計、施工を行うチトセホーム株式会社で
ホームアドバイザーをしています。今は、仕事に
生かせる宅地建物取引主任者資格試験に向け勉強
中です。学生時代からやっているＤＪが趣味。い
までもたまにイベントでディスクを回してます。

西山　隆
た か し

史さん（26 歳：比良町）

癒
いや

しの空間を探しています
早くて安いをモットーに、有限会社是沢印刷の営
業として、毎日笑顔で市内を駆け回っています。
休日はデジカメ片手に森林浴に。この前は藤の花
を見に行ってきました。やわらかい光の中に咲く、
おだやかな美しさに心が癒されましたね。

辰
た つ み

己　さやか さん（26 歳：松原）

危ないよ。
日本はいったいどう
なっているの！

グレイス・ワン
ニュージーランド（ＮＺ）
から来た日向市国際交流員

　

も
う
驚
か
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
日
本
に
５
回
も

来
て
い
て
、
日
向
に
住
ん
で

も
う
す
ぐ
２
年
に
な
り
ま
す

し
、
そ
れ
で
も
、
や
は
り
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
今
日
は
、

私
が
日
向
で
不
思
議
に
感
じ

た
こ
と
に
つ
い
て
書
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
子
ど
も
が
漫
画
を

読
み
な
が
ら
道
を
歩
い
て
い

る
の
を
初
め
て
見
て
、
と
て

も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。「
危

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
事

故
に
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る

の
？
」
と
ち
ょ
っ
と
怒
り
ま

し
た
。
そ
の
後
別
の
日
の
夕

方
、
仕
事
の
帰
り
道
に
、
本

を
読
み
な
が
ら
家
に
帰
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
を
見
か
け
ま
し

た
。
子
ど
も
の
時
期
の
習
慣

が
そ
の
ま
ま
続
い
た
の
か
、

子
ど
も
が
大
人
の
行
動
を
見

習
っ
て
ま
ね
し
た
の
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私

は
両
方
と
も
目
に
悪
い
し
、

い
い
習
慣
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
数
日
後
も

っ
と
不
思
議
な
光
景
を
見
ま

し
た
。
20
代
の
若
者
が
、
な

ん
と
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
、

携
帯
の
メ
ー
ル
を
打
っ
て
い

ま
し
た
。「
日
本
は
い
っ
た
い

ど
う
な
っ
て
る
の
！
」
と
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
こ

う
い
う
行
動
が
変
だ
と
思
っ

て
い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
？

　

昔
大
学
で
行
っ
た
調
査
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
当
時
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、

車
を
運
転
し
な
が
ら
携
帯
を

話
す
人
が
相
次
い
で
自
動
車

事
故
を
起
こ
し
て
い
て
、
そ

こ
で
教
授
か
ら
そ
の
実
況
を

調
べ
る
宿
題
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
友
達
と
道
の
一
角
で
、

通
る
車
を
一
台
一
台
観
察
し

て
数
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、

政
府
が
法
律
を
作
っ
て
、
車

を
運
転
し
な
が
ら
携
帯
を
使

う
の
が
禁
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
安
全
に
は
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
ね
！

日向プアココ　フラスタジオ
那須 悦子さん（49 歳：長江）
九州ハワイアン協会インストラクター
●連絡先☎ 53-3511
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■砂浜をキャンパスに

■力と技。柔の道を

歌
人
牧
水
が
28
年
間
、
生
涯
の
友

「
平ひ
ら
が
し
ゅ
ん
こ
う

賀
春
郊
（
財さ
い
ぞ
う蔵

）」
宛
に
書
き
送

っ
た
書
簡
の
企
画
展
示
が
若
山
牧
水

記
念
文
学
館
で
開
催
中
で
す
。
今
年

２
月
、
孫
の
徹
さ
ん
（
�9
歳:

東
京

都
文
京
区
在
住
）
が
、
保
管
し
て
い

た
２
５
３
通
を
市
に
寄
託
。
ふ
る
さ

と
の
母
親
に
対
す
る
気
遣
い
や
、
友

人
へ
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
文
面
は
、

牧
水
の
意
外
な
一
面
を
う
か
が
え
る

貴
重
な
資
料
で
す
。
来
月
の
７
月
29

日
（
日
）
ま
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

■感じて。牧水の友情

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
５

月
３
日
、
４
日
に
福
岡
市
で
開
か
れ

た
「
博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
」
に

日
向
市
観
光
宣
伝
隊
32
人
が
参
加
。

ひ
ま
わ
り
レ
デ
ィ
や
橘
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
保
存
会
が
、
日
向
観
光
や
「
日

向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
」
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
こ
の
２
日
間
に
７

つ
の
ス
テ
ー
ジ
と
市
内
パ
レ
ー
ド
で

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
を
、
大
衆
の
前
で

披
露
。
こ
の
宣
伝
隊
の
ど
ん
た
く
参

加
は
、
今
年
で
10
回
を
数
え
ま
す
。

■博多どんたくでＰＲ

読
書
の
喜
び
と
大
切
さ
を―

。

春
の
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

今
年
で
開
館
10
周
年
を
迎
え
る
市
立
図
書
館
で
、５
月
12
日
（
土
）「
春
の
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
約
２
、５
０
０
人
の
来
館
者
が
図
書
に
親
し
み
、
１
に
ち
と
し
ょ
か
ん
い

ん
を
委
嘱
さ
れ
た
山
田
智と

も
な
り成
さ
ん(

富
高
小
５
年)

、
飯
干
瑞み

ず
ほ穂
さ
ん
（
日
知
屋
小
４
年
）
が
、

窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
図
書
の
貸
出
や
返
却
を
手
伝
い
ま
し
た
。

今
年
が
20
回
目
の
記
念
大
会
と
な
っ

た
砂
の
造
形
大
会
（
日
向
か
ぼ
ち
ゃ

会
主
催
）
が
５
月
20
日
（
日
）、
伊
勢

ケ
浜
で
開
か
れ
ま
し
た
。
晴
天
に
恵

ま
れ
た
こ
の
日
は
、
個
人
・
団
体
の

部
、
合
わ
せ
て
��
団
体
６
０
５
人
が

参
加
。
今
回
は
、
鹿
児
島
県
南
さ
つ

ま
市
の
吹
上
浜
・
砂
の
祭
典
実
行
委

員
会
の
委
員
６
人
が
交
流
の
た
め
参

加
し
、
宮
崎
、
日
向
を
題
材
に
し
た

作
品
を
制
作
。
す
ば
ら
し
い
砂
の
芸

術
に
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
��
回
日
向
地
区
柔
道
大
会
（
日
向

地
区
柔
道
会
主
催
）
が
５
月
20
日

（
日
）、
武
道
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

幼
児
の
部
個
人
で
横
山
雄
之
輔
く

ん
、
小
学
３
～
４
年
の
部
で
傅
修
館

道
場
、
５
～
６
年
の
部
で
振
氣
塾
Ａ
、

中
学
生
の
部
で
財
光
寺
中
学
校
が
優

勝
。「
柔
よ
く
剛
を
制
す
」
の
精
神
で

柔
の
道
を
志
し
、
日
ご
ろ
か
ら
鍛
錬

し
て
い
る
選
手
た
ち
。
勝
ち
負
け
に

こ
だ
わ
り
、
試
合
後
、
悔
し
涙
を
流

す
幼
い
柔
道
家
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

美
郷
町 

�
９
７
０
年
の
伝
統
�

　

御
田
祭

　

御お
ん
だ
さ
い

田
祭
は
、
平
安
時
代
か
ら

の
伝
統
を
も
つ
全
国
で
も
珍
し

い
田
植
え
祭
り
で
す
。
古
来
よ

り
祭
事
役
・
一
般
参
拝
者
・
神
人
・

牛
馬
が
一
体
と
な
っ
て
神
田
の

整
地
か
ら
田
植
え
を
行
い
、
参

拝
者
の
無
病
息
災
と
豊
作
を
祈

願
し
ま
す
。

　

見
所
は
、
牛
馬
が
泥
し
ぶ
き

を
あ
げ
勇
壮
に
神
田
を
駆
け
回

る
姿
で
す
。
こ
の
泥
し
ぶ
き
を

浴
び
る
と
無
病
息
災
が
約
束
さ

れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
絣
か
す
り

の
着
物
に
身
を
包

ん
だ
早さ

お

と

め

乙
女
が
整
然
と
田
植
え

を
す
る
姿
に
は
、
農
耕
文
化
の

華
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

五
感
を
フ
ル
に
使
っ
て
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
に
こ
の
伝
統
的
な
農

耕
行
事
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
期
日

・
６
月
30
日
（
土
）　

納
涼
花
火

大
会　

日
向
田
植
唄
全
国
大
会

予
選　

歌
謡
祭

・
７
月
１
日
（
日
）　

御
田
祭　

日
向
田
植
唄
全
国
大
会
決
勝　

四
半
的
大
会

●
問
い
合
わ
せ　

美
郷
町 

企
画

情
報
課
（
☎
��—

３
６
０
３
）

　

館
内
で
は
、
お
話
会
や
図
書
の

展
示
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー
が
企
画
さ
れ
、

ま
た
中
庭
で
は
、
お
も
ち
ゃ
を
作

る
コ
ー
ナ
ー
や
と
つ
ぜ
ん
は
じ
ま

る
紙
芝
居
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

に
多
く
の
親
子
連
れ
が
と
し
ょ
か

ん
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

目
玉
は
恒
例
と
な
っ
た
「
古
本

市
」。
市
民
が
無
償
で
提
供
し
た

約
２
千
冊
の
古
本
が
、
１
人
10
冊

ま
で
無
料
で
持
ち
帰
り
が
出
来
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
開
始
前
か

ら
多
く
の
市
民
が
詰
め
か
け
会
場

は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
わ
ら
べ
唄
で
あ
そ
ぼ
う

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
友
の
会
」
の
人
た
ち
と
手
を
つ

な
い
で
楽
し
そ
う
に
ふ
れ
あ
う
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
は
読
書
に
ふ
け
る
人
た

ち
で
静
か
な
雰
囲
気
の
図
書
館

も
、
こ
の
日
だ
け
は
子
ど
も
た
ち

の
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
る
１
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
春
と
秋
の

全
国
図
書
週
間
に
合
わ
せ
て
、
毎

年
２
回
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、

次
回
は
11
月
10
日
（
土
）
に
、
秋

の
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
と
し
て
開

か
れ
る
予
定
で
す
。



1�

別
に
み
る
と
、
す
べ
て
市
長
部
局
が

所
管
す
る
文
書
と
な
っ
て
お
り
、
主

な
内
容
は
、
資
源
物
の
回
収
及
び
処

理
の
業
務
委
託
に
関
す
る
文
書
、
建

築
物
の
建
築
確
認
の
申
請
に
関
す
る

書
類
な
ど
で
し
た
。
開
示
方
法
は
、

す
べ
て
文
書
の
写
し
の
交
付
に
よ
る

も
の
で
す
。
情
報
公
開
制
度
の
し
く

み
、
開
示
請
求
等
の
手
続
な
ど
に
つ

い
て
は
、
日
向
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
市
民
の
便
利
帳
」
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

情
報
政
策
課　

情

報
政
策
係
（
☎
内
線
２
４
６
２
）

  

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
毎
年
６
月
に
養
育
の
状
況
を

届
け
出
る｢

現
況
届｣
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
現
況
届
を

提
出
し
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
児

童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
人
に

は
、
５
月
下
旬
に
案
内
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
６
月

１
日
（
金
）
～
６
月
29
日
（
金
）
ま

で
に
福
祉
課
1�
番
窓
口
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、６
月
８
日（
金
）

に
５
月
ま
で
に
認
定
さ
れ
た
人
の
６

月
定
期
支
給
（
２
月
～
５
月
分
）
を

振
り
込
み
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
子
育
て
支

援
係
（
☎
内
線
２
１
６
４
）

■
児
童
扶
養
手
当

　

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
。

障
害
者
は
20
歳
未
満
）
を
監
護
・
養

育
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
し
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
も
の
で

す
。
支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

手
続
き
を
希
望
す
る
人
は
ま
ず
、
ご

相
談
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

■
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

家
庭
に
対
し
、
医
療
費
の
助
成
を
行

う
も
の
で
す
。

●
対
象　

20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
配
偶
者
の
な
い
人
、
及
び

前
記
の
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
児
童

（
18
歳
に
達
し
た
日
以
後
、
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
）

※
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
助
成
額　

１
人
当
た
り
、
１
か
月

の
保
険
診
療
に
よ
る
合
計
額
か
ら

１
、０
０
０
円
を
差
し
引
い
た
額

■
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・
寡
婦
家

庭
日
常
生
活
支
援
事
業

　

母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
の
人
が
、

病
気
で
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障

が
あ
る
場
合
や
、
出
張
、
冠
婚
葬
祭

な
ど
で
子
ど
も
の
生
活
が
一
時
的
に

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
、

家
庭
生
活
支
援
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
）
を
一
時
的
に
派
遣
す
る
も
の
で

す
。
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
子
育
て
支

援
係
（
☎
内
線
２
１
６
４
）

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
支
援
事
業

　
「
何
か
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
が
し

た
い
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
し

た
い
」
な
ど
の
思
い
で
活
動
し
て
い

る
団
体
等
が
新
た
に
特
定
非
営
利
活

動
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
を
設
立
す

る
際
、
そ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

●
学
習
活
動
支
援
事
業

　

公
益
的
な
市
民
活
動
に
取
り
組
む

市
内
の
団
体
が
実
施
す
る
、
ま
ち
づ

く
り
学
習
会
や
研
修
会
に
要
す
る
講

師･

指
導
者
の
謝
金
や
交
通
費
を
、
１

件
当
た
り
10
万
円
を
限
度
と
し
て
助

成
す
る
制
度
で
す
。

【
要
件
等
】
①
広
く
一
般
市
民
に
公
開

さ
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と
、
②
市
内

で
実
施
さ
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と
、

③
市
か
ら
同
様
の
助
成
・
補
助
を
受

け
て
い
な
い
事
業
で
あ
る
こ
と
、
④

１
団
体
に
つ
き
、
当
該
年
度
１
回
限

り
と
し
ま
す
、
⑤
実
施
後
の
申
請
は

で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
協
働
課
市
民

協
働
係
（
☎
内
線
２
８
５
３
）

　

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
「
道
路

特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体

策
」（
平
成
18
年
12
月
８
日
閣
議
決
定
）

に
基
づ
き
、
今
後
の
具
体
的
な
道
路

整
備
の
姿
を
示
す
中
期
的
な
計
画
を

作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
を
目
的

日向市のホームページアドレス　http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

　

平
成
18
年
度
に
実
施
し
た
行
政
評

価
の
報
告
書
と
政
策
、
施
策
、
事
務

事
業
の
各
評
価
表
を
公
開
し
ま
す
。

ま
た
、
日
向
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
各
資
料
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
感
想
、
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
公
開
期
間　

６
月
１
日(
金)
～

７
月
31
日(

火)

●
公
開
場
所　

市
役
所
２
階　

市
民

情
報
室

●
問
い
合
わ
せ　

行
政
管
理
課
行
政

評
価
係(

☎
内
線
２
２
１
７)

　

情
報
公
開
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
18
年
度
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

公
表
し
ま
す
。

■
開
示
請
求
等
の
対
象
文
書
の

　

主
な
内
容

　

開
示
請
求
等
の
対
象
文
書
を
機
関

お
知
ら
せ

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
用
紙
は
、
次
の
場
所
に

置
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
期
間　

７
月
31
日
ま
で

●
用
紙
設
置
場
所　

市
役
所
、
東
郷

町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、
細
島
支
所
、

岩
脇
支
所
、
美
々
津
支
所

●
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省　

延

岡
河
川
国
道
事
務
所　

調
査
第
２
課

（
☎
０
９
８
２—

31—

１
２
６
３
）

　

平
成
19
年
度
か
ら
日
向
市
体
育
施

設
（
お
倉
ヶ
浜
総
合
公
園
、
大
王
谷

運
動
公
園
、
日
向
市
体
育
セ
ン
タ
ー
、

日
向
市
武
道
館
）
の
施
設
管
理
運
営

を
社
団
法
人
日
向
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
施
設
利
用
申
し
込
み
は
、

お
倉
ヶ
浜
総
合
公
園
サ
ン
ド
ー
ム
日

向
内
事
務
所
（
☎
��—

７
１
７
４
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
に
は
、
貸
出
で
き
る
体

育
備
品
が
あ
り
ま
す
の
で
前
述
の
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
向
市
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

は
健
康
教
室
13
団
体
（
財
光
寺
サ
ン

エ
ス
ク
ラ
ブ
、
木
曜
ク
ラ
ブ
、
庄
手

コ
ス
モ
ス
会
、
や
よ
い
会
、
山
下
健

康
教
室
、
比
良
健
康
教
室
、
美
々
津

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
堀
一
方

教
室
、
曽
根
体
操
ク
ラ
ブ
、
細
島
健

康
体
操
教
室
、
富
高
草
場
教
室
、
金

曜
ク
ラ
ブ
、
な
で
し
こ
会
）
で
構
成

さ
れ
「
美
し
く
老
い
る
た
め
に
は
ま

ず
健
康
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
各
教
室
が
毎
週
１
回
２
時

間
程
度
、
健
康
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
他
、
加

盟
団
体
で
の
交
流
会
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
参
加
し

た
い
人
や
加
盟
を
希
望
す
る
健
康
体

操
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
団
体
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
（
性
別
・
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
）。
み
ん
な
で
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
元
気
で
明
る
い
毎
日
を

送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

日
向
市
シ

ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
事
務
局
文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
☎
�3—

４
７
９
１
）（　

��—

０
０
１
８
）

～
出
に
く
い
・
ち
か
い
・
も
れ
る
～

●
と
き　

６
月
９
日
（
土
）

・
開
場　

午
後
１
時
30
分

・
開
演　

午
後
２
時

●
と
こ
ろ　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　

小
ホ
ー
ル

●
講
師　

宮
崎
大
学
医
学
部
外
科
学

講
座
泌
尿
器
科　

長
田
幸
夫
教
授

●
問
い
合
わ
せ　

千
代
田
病
院　

地

域
連
携
室
（
☎
�2—

７
１
１
１
）

　

人
と
自
然
を
愛
し
、
�3
年
の
生
涯

に
８
、０
０
０
首
余
り
の
歌
を
残
し
た

国
民
的
歌
人「
若
山
牧
水
」を
顕
彰
し
、

短
歌
文
学
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

1�

的
と
し
て
、
平
成
19
年
度
第
��
回
牧

水
祭
に
お
い
て
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

県
内
に
在
学
す
る
高

校
生
ま
た
は
県
内
に
住
所
を
有
す
る

1�
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）。

●
応
募
作
品　

題
材
及
び
内
容
は
自

由
で
未
発
表
作
品
と
し
、
高
校
生
の

部
は
１
人
１
首
、
一
般
の
部
は
１
人

３
首
以
内
と
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

①
一
般
の
部　

官
製

は
が
き
に
、作
品
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
②
高
校
生
の
部　

一
般
の
部
の
記
入
事
項
に
、
学
校
名
、

学
年
を
加
え
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
校
単
位
で
ま
と
め
て
応
募

す
る
場
合
に
は
、
Ａ
４
版
の
用
紙
に

学
年
ご
と
に
１
人
づ
つ
順
番
に
記
入

し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
③
応
募
締

切　

７
月
1�
日
（
火
）
必
着

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

若
山
牧
水

記
念
文
学
館
牧
水
祭
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
係
〠
８
８
３—

０
２
１
１
日
向
市

東
郷
町
坪
谷
１
２
７
１
番
地
、（
☎
�8

—

９
５
１
１
、　

�8—

９
５
１
２
）

●
選
歌
規
定　

入
賞
者　

①
高
校
生

の
部　

天
位
（
最
優
秀
賞
）
１
首
、

地
位
（
優
秀
賞
）
２
首
、
人
位
（
優

良
賞
）
３
首
、
佳
作
（
入
選
）
20
首

②
一
般
の
部　

天
位
（
最
優
秀
賞
）

１
首
、
地
位
（
優
秀
賞
）
２
首
、
人

位
（
優
良
賞
）
３
首
、
佳
作
（
入
選
）

20
首
③
賞
等　

各
部
門
の
天
位
、
地

位
、
人
位
受
賞
者
に
は
、
賞
状
及
び

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、
入

賞
者
全
員
に
入
賞
作
品
を
収
め
た
歌

集
を
配
布
し
ま
す
。
④
選
者　

伊
藤

一
彦
さ
ん
（
歌
人
、
若
山
牧
水
賞
選

考
委
員
、
宮
日
文
芸
選
者
、
若
山
牧

水
記
念
文
学
館
長
）。
表
彰
式
に
お
い

て
、
伊
藤
一
彦
さ
ん
が
選
評
を
行
い

ま
す
。

●
発
表　

平
成
19
年
８
月
下
旬
。
入

選
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
部
は
本
人

あ
て
、
高
校
生
の
部
は
学
校
長
あ
て

に
通
知
し
ま
す
。　

●
表
彰
式　

①
と
き　

９
月
1�
日

（
月
）、
第
��
回
牧
水
祭
に
お
い
て
表

彰
し
ま
す
。
②
と
こ
ろ　

日
向
市
東

郷
町
坪
谷
ふ
る
さ
と
の
家

　

日
向
市
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
研
究
会
で

は
、
ウ
ミ
ガ
メ
や
コ
ア
ジ
サ
シ
な
ど

の
野
生
生
物
に
関
す
る
情
報
を
お
寄

せ
い
た
だ
く
18
才
以
上
の
方
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
カ
メ
ボ
ラ
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

●
内
容　

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
や
コ
ア
ジ

サ
シ
の
産
卵
。
ふ
化
、
そ
れ
に
生
息

地
の
環
境
等
に
関
す
る
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

●
時
期　

６
月
～
10
月
、
情
報
を
い

た
だ
い
た
か
た
に
は
日
向
市
ア
カ
ウ

ミ
ガ
メ
研
究
会
の
「
会
報
カ
レ
ッ
タ
・

カ
レ
ッ
タ
」
を
進
呈
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

日
向
市
ア
カ
ウ
ミ

ガ
メ
研
究
会　

会
長　

大
野
裕
（
☎

�3—

０
９
２
７
）
ま
た
は
教
育
総
務

課
文
化
財
係
（
☎
内
線
２
４
１
５
）

※
お
願
い　

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
や
コ
ア

ジ
サ
シ
は
神
経
質
な
生
き
物
で
す
。

静
か
に
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

特
に
海
岸
で
犬
を
放
し
た
り
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
は
、
亀
崎
及
び
細
島
に
あ
る
旧

校
長
住
宅
を
一
般
競
争
入
札
の
方
法

に
よ
っ
て
売
却
し
ま
す
。

①
売
却
物
件
（
土
地
、
建
物
）

所
在
地　

亀
崎
２
丁
目
��
番

面
積　

２
４
０
．

09
㎡

・
居
宅　

�9
．

9�
㎡　

木
造
ス
レ
ー
ト

瓦
ぶ
き
平
屋
建
て
（
Ｈ
８
築
）

・
倉
庫　

６
．

�2
㎡　

木
造
ス
レ
ー
ト

ぶ
き
平
屋
建
て
（
Ｈ
８
築
）

②
売
却
物
件
（
土
地
、
建
物
）

所
在
地　

細
島
字
地
蔵
町
６
６
７
番

92
ほ
か
１
筆

面
積　

３
４
５
．

8�
㎡

・
居
宅　

�9
．

��
㎡　

木
造
ス
レ
ー
ト

瓦
ぶ
き
平
屋
建
て
（
Ｈ
９
築
）

・
倉
庫　

６
．

�2
㎡　

木
造
ス
レ
ー
ト

ぶ
き
平
屋
建
て
（
Ｈ
９
築
）

※
土
地
、
建
物
と
も
現
状
の
ま
ま
で

の
引
き
渡
し
と
な
り
ま
す
。

■
入
札
参
加
方
法

　

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

６
月
５
日
（
火
）
～

６
月
29
日
（
金
） 

土
、
日
除
く

●
受
付
場
所　

市
役
所
３
階　

契
約

管
理
課　

管
財
係

●
申
込
方
法　

契
約
管
理
課
で
配
布

の
申
込
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

●
入
札
日　

７
月
11
日
（
水
）　

午
前

10
時
～

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

※
現
地
説
明
は
要
望
に
応
じ
て
適
宜

行
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

契
約
管
理
課
管
財

係
（
☎
内
線
２
２
６
４
）

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
で
授
業
を
行

う
国
が
設
置
し
た
正
規
の
大
学
で
す
。

■
放
送
大
学
教
養
学
部
第
２
学
期
学

生　

入
学
試
験
な
し
。
満
1�
歳
以
上

で
あ
れ
は
入
学
可
。
自
宅
履
修
可
。

・
募
集
期
間　

６
月
1�
日
（
金
）
～

８
月
1�
日
（
水
）

■
平
成
19
年
度
第
２
学
期
大
学
院
修

士
選
科
生
及
び
修
士
科
目
生　

入
学

試
験
な
し
。
18
歳
以
上
。
一
科
目
履

修
可
。

・
募
集
期
間　

６
月
1�
日
（
金
）
～

８
月
1�
日
（
水
）

■
平
成
20
年
度
大
学
院
（
修
士
全
科

生
）
学
生　

入
学
試
験
あ
り
。
修
士

学
位
が
取
得
可
。

・
募
集
予
定
期
間　

８
月
2�
日
（
土
）

～
９
月
1�
日
（
金
）

※
学
部
や
科
目
、
大
学
院
課
程
に
よ

っ
て
、
入
学
方
法
や
入
学
資
格
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
放
送
大
学
宮

崎
セ
ン
タ
ー
（
日
向
市
本
町
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

放
送

大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
�3—

１
８
９
３
）、
願
書
請
求
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
（　

０
１
２
０—

８
６
４—

６
０
０
）

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.u

-air.ac.jp
/　

千
代
田
病
院
健
康
講
座

 

「
お
し
っ
こ
の
は
な
し
」

市
体
育
施
設
の
利
用
申
込

に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

会
員
・
加
盟
団
体
の
募
集

活
用
し
ま
せ
ん
か
？

ひ
ま
わ
り
基
金
事
業

ご
存
じ
で
す
か
？

福
祉
制
度

平
成
18
年
度
の
行
政
評
価

結
果
を
公
開
し
ま
す

児
童
手
当
の
現
況
届
は

期
間
内
に

道
路
整
備
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

開示請求等

開示請求等の件数と決定状況

決定の状況

開示 部分
開示

不
開示

不
存在

決定に対す
る不服申立
て

15件 9件 2件 0件 4件 0件

日
向
市
情
報
公
開
制
度
の

運
用
状
況

「
牧
水
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

応
募
し
ま
せ
ん
か

カ
メ
ボ
ラ
募
集
の
お
知
ら
せ

一
般
競
争
入
札
で
旧
校
長

住
宅
を
売
却
し
ま
す 

放
送
大
学
の
学
生
を

募
集
し
ま
す

募　

集

届

※先月号の点訳・朗読奉仕員養成講座募集の見出しが入れ替わっていました。お詫びして訂正いたします。



1�

環 境 問 題

　

コ
ー
ト
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー

ト
と
同
じ
で
す
。
ボ
ー
ル
も
柔
ら

か
く
軽
い
た
め
、
技
能
、
体
力
に

関
係
な
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
子
ど
も
や
大
人
、
高
齢

者
の
方
も
一
緒
に
な
っ
て
プ
レ
ー

を
楽
し
め
ま
す
。

●
ミ
ニ
バ
レ
ー
初
心
者
教
室

と
き　

６
月
2�
日
（
月
）
～
７
月

９
日
（
月
）
毎
週
月
曜
日
（
全
３

回
）
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

と
こ
ろ　

市
体
育
セ
ン
タ
ー

内
容　

ミ
ニ
バ
レ
ー
技
術
指
導

定
員　

�0
人
程
度

参
加
料　

無
料

　

市
で
は
、
日
向
市
体
育
指
導
委

員
と
と
も
に
年
齢
や
体
力
に
応
じ

て
だ
れ
も
が
参
加
し
や
す
い
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
新
し
い
分
野

の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

も
こ
こ
数
年
普
及
に
努
め
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
競
技
人
口
も
増

加
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
競
技
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ビ
ニ
ー
ル
ボ
ー
ル
を
使
用
す
る
た

め
、
心
理
的
に
安
心
感
を
与
え
て

く
れ
、
だ
れ
も
が
手
軽
に
で
き
て

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

●
ミ
ニ
バ
レ
ー
の
誕
生

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
は
、
昭
和
��
年
北

海
道
大
樹
町
教
育
委
員
会
が
主
催

し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
中
か
ら
生

ま
れ
た
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

当
時
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
に
参
加
し
よ
う
と
し
い
た

お
母
さ
ん
た
ち
に｢

ボ
ー
ル
が
怖

い｣｢

手
や
指
が
痛
い｣｢

難
し
く

て
う
ま
く
で
き
な
い｣

な
ど
と
敬

遠
さ
れ
参
加
人
数
も
だ
ん
だ
ん
減

っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
担
当
者
が
、
化
粧
品
の

宣
伝
用
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
使
用
す

る
こ
と
を
考
案
。
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

は
柔
ら
か
く
て
手
軽
に
扱
え
、
軽

く
て
大
き
く
変
化
す
る
ボ
ー
ル
の

動
き
は
ゲ
ー
ム
中
の
笑
い
と
な
り

楽
し
く
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
を
作

り
出
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
参
加

者
の
反
応
に
担
当
者
は
確
か
な
手

ご
た
え
を
感
じ
、
既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
の
も
と

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
誕
生

さ
せ
ま
し
た
。

●
ミ
ニ
バ
レ
ー
の
特
徴

■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

　

市
内
在
住
で
�0
歳
以
上
の
人
に

対
し
、
宮
崎
交
通
発
行
の
高
齢
者

用
バ
ス
定
期
券
「
悠
々
パ
ス
」
の

購
入
費
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、

市
で
発
行
し
て
い
る
補
助
券
が
必

要
で
す
。
パ
ス
の
有
効
期
限
が
最

大
で
半
年
の
た
め
、
３
月
に
交
付

を
受
け
た
人
は
９
月
に
新
た
に
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

下
記
の
日
程
で
交
付
を
し
ま
す
の

で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎
�3—

４
７
９
１
）

（　

��—

０
０
１
８
）

　

 b
u
n
ka@

h
yu

gacity.jp

申
込
期
間　

６
月
１
日
（
金
）
～

募
集
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

申
込
期
間　

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
（
主
に
連
絡
が
と
れ
る

も
の
）
に
つ
い
て
次
の
申
込
先
ま

で
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

な
ど
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■悠々パス発行日程表（1 内線 21�9）

Ｑ
１
．
資
源
回
収
量
は
増
え
て
い

る
の
に
、
資
源
回
収
補
助
金
が

減
っ
た
の
は
な
ぜ
か
？

Ａ
１
．
18
年
４
月
か
ら
ス
チ
ー
ル

缶
類
に
つ
い
て
も
資
源
と
し
て
回

収
す
る
よ
う
に
な
り
、
市
民
の
負

担
を
考
え
て
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー

ル
缶
を
混
入
し
て
出
せ
る
よ
う
に

し
た
。
今
ま
で
の
よ
う
な
従
量
制

で
の
計
算
で
は
、
資
源
回
収
事
業

補
助
金
の
予
算
枠
１
千
万
円
を
超

え
る
た
め
、
計
量
を
や
め
、
世
帯

割
を
導
入
す
る
な
ど
、
計
算
方
法

の
見
直
し
に
よ
り
、
地
区
に
よ
っ

て
は
、
補
助
金
額
に
増
減
が
生
じ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
。

Ｑ
２
．
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み
先

が
「
ひ
ゅ
う
が
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
」
に
替
わ
っ
た
が
、
放
置
自

転
車
の
対
応
は
ど
う
な
る
か
？

Ａ
２
．
道
路
や
公
共
用
地
に
お
け

る
放
置
自
転
車
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
ど
お
り
警
察
に
盗
難
被
害
届

の
有
無
を
確
認
し
て
、
環
境
整
備

課
に
連
絡
願
い
た
い
。

Ｑ
３
．
不
法
投
棄
さ
れ
た
も
の

は
？

Ａ
３
．
公
共
用
地
の
不
法
投
棄
に

つ
い
て
は
、
啓
発
の
た
め
貼
紙
や

看
板
を
建
て
一
定
期
間
お
い
た

後
、
撤
去
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場

合
、
環
境
整
備
課
で
回
収
を
行
っ

て
い
る
。
私
有
地
な
ど
の
場
合
は
、

基
本
的
に
土
地
所
有
者
（
管
理
者
）

の
責
任
で
処
分
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

Ｑ
４
．
燃
や
せ
な
い
ご
み
に
は
、

貼
紙
を
さ
れ
て
、
次
の
回
収
ま
で

放
置
さ
れ
る
。
見
た
目
も
悪
い
し

邪
魔
に
な
る
が
？

Ａ
４
．
こ
の
場
合
の
「
違
反
ご
み
」

回
収
は
１
か
月
先
と
な
る
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
が
、
啓
発
の
た

め
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

ご
み
減
量
化
推
進
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
ご
み
収
集
場
所
）
の
美
化
や
資

源
物
の
分
別
状
況
、
不
法
投
棄
の

実
態
な
ど
に
つ
い
て
毎
月
、
推
進

員
の
意
見
を
添
え
て
、
市
に
報
告

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

今
月
は
、
３
月
28
日
に
開
か
れ

ま
し
た
「
ご
み
減
量
化
推
進
員
研

修
会
」
の
中
で
あ
り
ま
し
た
質
疑

の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。

■
ご
み
減
量
化
推
進
員

　

研
修
会
質
疑
報
告

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
業
務
係

（
☎
�3—

２
２
５
６
）

（   

�3—

９
２
６
０
）

ス ポ ー ッ

1�

■
人
権
相
談

と　

き　

６
月
１
日
（
金
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

南
日
向

公
民
館　

細
島
公
民
館

■
行
政
相
談

と　

き　

６
月
１
日
（
金
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　

＊　
　
　

＊

と　

き　

６
月
20
日
（
水
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

■
法
律
相
談(

要
予
約)

と　

き　

６
月
1�
日
（
木
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

市
社
会
福
祉
協
議
会

(

☎
�2—

１
０
１
０
）

■
年
金
巡
回
相
談

と   

き　

６
月
2�
日
（
水
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
害
者
相
談

と   

き　

６
月
９
日
（
土
）

10
：
00
～
12
：
00

と
こ
ろ　

障
害
者
セ
ン
タ
ー

(

☎
�2—

５
４
３
４)

■
女
性
に
よ
る

　

女
性
の
た
め
の
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き
（
月
、
火
、
木
、
金
）　

13
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム
「
さ
ん
ぴ

あ
」(

☎
��—

１
６
６
０
）

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と　

き　

６
月
18
日
（
月
）

10
：
00
～
12
：
00

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

●
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん

し
ん
課
介
護
給
付
係
（
☎
内
線

２
１
７
６
）

■
定
期
無
料
税
金
相
談

と　

き　

６
月
22
日
（
金
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

熊
本
国
税
局
税

務
相
談
室
宮
崎
分
室

(

☎
０
９
８
５—

2�—

９
８
３
０
）

■
納
税
は
便
利
な

　

口
座
振
替
で

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市

内
の
金
融
機
関
、
市
役
所
、
東
郷

町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
及
び
支
所

で
で
き
ま
す
（
通
帳
、
通
帳
印
、

納
付
書
が
必
要
で
す
）。
振
替
日

は
毎
月
2�
日
で
す
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

ま
す
。
以
後
、「
福
瀬
炭
」
は
上

方
に
お
い
て
い
っ
そ
う
評
価
を
受

け
、
村
人
の
生
活
も
次
第
に
豊
か

に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

碑
は
こ
の
功
績
を
た
た
え
、
明

治
3�
（
１
９
０
２
）
年
に
海
野
始

さ
ん
ら
地
域
住
民
有
志
に
よ
り
建

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

碑
の
文
字
は
最
後
の
延
岡
藩
主

で
あ
っ
た
子し

し
ゃ
く爵
内
藤
政ま

さ
た
か挙
公
の
筆

に
よ
る
も
の
で
す
。「
東
郷
村
誌
」

で
は
「
福
瀬
炭
」
成
立
の
由
来
が

２
説
掲
載
さ
れ
て
正
確
に
は
不
明

で
す
が
、
２
説
と
も
明
治
の
初
め

に
職
人
の
不
意
な
行
動
に
よ
っ

　

福
瀬
小
学
校
の
校
庭
に
は
市
指

定
有
形
文
化
財
「
開
商
之
碑
」
が

建
立
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
７
月
に

は
福
瀬
区
に
お
け
る
先
人
の
苦
労

や
偉
業
を
顕
彰
し
よ
う
と
、
式
典

が
と
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
郷
地
区
は
、
ま
ち
の
中
央
を

流
れ
る
耳
川
が
わ
ず
か
な
平
野
部

を
形
成
し
、
小
高
い
山
々
に
囲
ま

れ
た
地
形
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
古
来
よ
り
林
業
な
ど

が
大
変
盛
ん
で
、
現
在
で
も
山
か

ら
受
け
る
恩
恵
は
多
大
な
も
の
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

福
瀬
小
学
校
で
は
児
童
ら
に
よ

る
「
緑
の
少
年
団
」
が
結
成
さ
れ
、

環
境
美
化
や
自
然
を
守
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
末

か
ら
明
治
に
か
け
て
福
瀬
の
山
々

で
生
産
さ
れ
た
材
木
や
木
炭
な
ど

は
、
美
々
津
商
人
を
介
す
る
た
め
、

地
元
の
人
た
ち
が
得
る
収
入
は
わ

ず
か
な
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
福

瀬
住
民
の
田
辺
清
吉
さ
ん
は
大
阪

商
人
と
直
接
取
引
を
す
べ
く
交
渉

し
、
明
治
1�
（
１
８
８
３
）
年
に

直
接
取
引
の
約
束
に
成
功
し
て
い

■
開か

い
し
ょ
う
の
ひ

商
之
碑

納期限内に納めましょう
市県民税　　　　１期
国民健康保険税　１期
（納期　6 月 1 日〜 7 月 2 日）
（口座振替日　　　6 月 25 日）

税の納期

郷土の文化財を
訪ねて　　   ⑫

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
文
化
財
係

（
☎
内
線
２
４
１
５
）

て
偶
然
で
き
上
が
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
通
常
の
製
法
よ
り
も
良

質
で
倍
増
し
て
で
き
た
こ
と
か
ら

こ
の
製
炭
方
法
が
広
が
り
、
生
産

を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。

　
「
福
瀬
炭
」
は
白
炭
と
黒
炭
の

中
間
で
あ
る
半
白
炭
で
、
双
方
の

良
い
と
こ
ろ
を
併
せ
持
っ
て
い
ま

し
た
。
や
や
硬
質
の
炭
で
、
白
炭

よ
り
も
火
付
き
が
良
く
、
黒
炭
よ

り
も
長
持
ち
す
る
と
い
う
特
徴
を

有
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
現
在
で
は
そ
の
技
術
も
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

＊
社
協
＝
社
会
福
祉
協
議
会

歴 史 探 訪

開
商
之
碑
（
福
瀬
小
学
校 

校
庭
）

相 談 日 程
■
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
「
初
心
者
教
室
」
を
開
催



18

健康はみんなで
つくる宝物
　

音
楽
の
不
思
議
な
力
を
使
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
へ
働

き
か
け
、
無
理
な
く
、
さ
り
げ
な

く
、
心
を
ゆ
り
動
か
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
心
の
中
に
生
ま
れ
て

く
る
変
化
が
、
子
ど
も
た
ち
自
身

の
成
長
や
発
達
を
促
し
て
い
き
ま

す
。
音
や
音
楽
を
使
っ
た
遊
び
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
も
っ
と

近
づ
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

●
参
加
で
き
る
年
齢　

１
歳
６
か

月
～
２
歳
く
ら
い
ま
で
の
幼
児

●
参
加
要
件　

連
続
し
て
３
回
参

加
が
で
き
る
こ
と
。
※
き
ょ
う
だ

い
同
伴
Ｏ
Ｋ
で
す
。

●
開
催
日

６
月
2�
日（
水
）　

７
月
12
日（
木
）

８
月
22
日（
水
）　

９
月
19
日（
水
）

10
月
2�
日（
水
）　

11
月
28
日（
水
）

12
月
19
日（
水
）　

１
月
23
日（
水
）

２
月
2�
日（
水
）　

３
月
2�
日（
水
）

●
時
間
と
内
容

・
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

朝
の
集
ま
り
・
う
た
遊
び
・
音

楽
に
あ
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た

り
、
楽
器
に
触
れ
て
音
を
出
し
た

り
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

・
午
前
11
時
30
分
～
12
時

　

帰
り
の
集
ま
り
・
希
望
に
よ
っ

て
は
個
別
に
発
達
相
談
に
応
じ
ま

す
。

●
会
場　

日
向
市
民
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

●
ス
タ
ッ
フ　

音
楽
療
法
士
・
保

育
士
・
保
健
師
な
ど
。

●
申
込
の
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

毎
月
10
日
ま
で
。

　

先
着
20
組
で
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
参
加
者
の
声

▽
子
ど
も
の
楽
し
そ
う
に
し
て
い

る
姿
を
み
て
、
私
も
微
笑
ま
し
く

思
え
ま
し
た
。
１
回
目
は
戸
惑
っ

て
ま
し
た
が
３
回
目
に
な
る
と
と

て
も
積
極
的
に
な
っ
て
い
て
、
成

長
し
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。
▽
先

生
の
歌
声
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
。
上
の
子
の
時
は
、
こ
の
よ
う

な
教
室
は
な
か
っ
た
の
で
、
は
じ

め
て
の
経
験
で
よ
か
っ
た
で
す
。

▽
親
も
子
も
楽
し
め
ま
し
た
。
ま

た
こ
ん
な
企
画
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
で
す
。
▽
い
ろ
い
ろ

な
音
や
リ
ズ
ム
に
触
れ
ら
れ
て
楽

し
か
っ
た
。
家
に
帰
っ
て
も
覚
え

て
い
て
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
▽
同

世
代
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
接
す

る
機
会
が
あ
り
、
普
段
知
ら
な
い

子
ど
も
の
表
情
が
み
ら
れ
て
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
代
前
半
は
、
戦
争
に

よ
っ
て
、
都
市
ガ
ス
の
施
設
も
多

大
な
損
害
を
受
け
た
た
め
、
お
風

呂
を
沸
か
す
燃
料
と
し
て
薪
や
石

炭
に
大
き
く
依
存
し
て
い
ま
し

た
。
戦
時
中
か
ら
続
い
て
い
た
ガ

ス
使
用
制
限
が
、
2�
年
こ
ろ
か
ら

解
除
さ
れ
、
ま
た
、
戦
時
中
は
製

作
で
き
な
か
っ
た
ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー

も
発
売
さ
れ
ま
し
た
が
、
庶
民
に

と
っ
て
は
高
価
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
業

務
用
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
同
じ
様
に
、
現
在
で
は
当
た

り
前
と
な
っ
た
湯
水
混
合
水
栓
も

こ
の
時
代
に
開
発
さ
れ
た
も
の

で
、
や
は
り
旅
館
や
ホ
テ
ル
な
ど

を
中
心
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
し
て
、
昭
和
20
年
代
後

半
に
は
、
よ
り
便
利
で
清
潔
な
住

宅
を
目
指
す
運
動
が
盛
ん
に
な

り
、
タ
イ
ル
貼
り
の
浴
槽
も
作
ら

れ
ま
し
た
が
、
ご
く
わ
ず
か
の
も

の
で
し
た
。
タ
イ
ル
と
い
っ
て
も
、

現
在
の
よ
う
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
な
く
、
白
を
中
心
に
パ
ス
テ
ル

調
の
も
の
が
わ
ず
か
に
あ
っ
た
程

度
で
し
た
が
、
丈
夫
で
衛
生
的
と

い
う
理
由
で
喜
ば
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
高
級
浴
槽
と
し
て
は
、
陶
製

の
も
の
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

日向サンパーク
温泉へ行こう

甘乳蘇ソフトクリーム
おねだん　　　２５０円

の 駅「 日 向 」 の
軽 食 コ ー ナ ー お

薦めの甘乳蘇ソフトク
リームの紹介です。中
身には、搾りたての生
乳を濃縮したチーズの
ような古代浪漫の食品

「蘇」が入っていて、ま
ろやかな甘さが特徴で
す。旅の途中で古代の味
を楽しんでみませんか。

O

お

・

た

べ

て

ん

な

い

！

・T
A

B
E

T
E

N
N

A
I

道
の
駅
「
日
向
」
情
報

■問い合わせ
日向サンパーク温泉

「お舟出の湯」まで。
☎ 56 － 3800
●営業時間
午前 10 時〜午後 10 時
●６月の休館日
４日（月）・１８日 ( 月 )
※毎月第１・第３月曜日

■市民の皆さんへお得な情報です

＊お舟出とくトクカレンダー＊
サービスの内容を随時更新してい
ます！　どうぞご覧ください。

http://www.city.hyuga.miyazaki.

jp/sunpark/calendar/kindex.php

道

■
お
舟
出
の
湯

　

６
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
今
月
の
定
期
寄
席

　

６
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
～　

毎
月
第
２
土
曜
日
で
す

●
前
売
券
販
売
（
６
月
限
定
）

　

11
枚
つ
づ
り　

４
、０
０
０
円

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
パ
ッ
ク

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
＋
弁
当

　

＋
温
泉
入
浴
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
）

お
１
人
さ
ま
料
金
１
、２
８
０
円
～

※
20
名
さ
ま
以
上
の
場
合
、
賞
品

付
き
の
「
サ
ン
パ
ー
ク
お
ま
か
せ

コ
ー
ス
プ
ラ
ン
」
も
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健 康 家 族 温 泉 館 報

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

（
☎
内
線
２
１
８
４
）

（　

��—

１
４
２
３
）
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▼
今
月
は
、
自
治
会
加
入
促
進
に
ス
ポ
ッ
ト
。

正
直
、
全
国
的
に
自
治
会
離
れ
は
少
し
づ
つ
進

ん
で
い
る
と
聞
き
ま
す
。
日
向
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
個
人
の
価
値
観
の
多
様
化
や
核
家

族
化
に
よ
り
、
昔
か
ら
地
域
に
根
付
い
て
い
た

ル
ー
ル
や
仕
組
み
ま
で
も
薄
れ
て
き
ま
し
た
。

一
生
懸
命
に
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い

る
区
の
役
員
さ
ん
た
ち
も
大
変
で
す
。
▼
い
つ

も
乾
布
摩
擦
を
し
て
い
る
裏
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
。
突
然
、
勝
手
口
か
ら
顔
を
出
す
青
森
出
身

三
河
屋
の
サ
ブ
ち
ゃ
ん
。「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
一

家
が
暮
ら
す
、
お
日
さ
ま
も
笑
う
ル
ル
ル
♪
な

そ
ん
な
や
さ
し
い
ま
ち
。
▼
あ
ら
た
め
て
、
せ

っ
か
く
住
ん
で
る
こ
の
ま
ち
で
す
か
ら
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も ―

。

 人　口 62,995 人 〈 ＋　29 〉
 男 29,642 人 〈 ＋　18 〉
 女 33,353 人 〈 ＋　11 〉
 世帯数 24,276 世帯 〈 ＋102 〉

 転　入 504 人 転　出 474 人
 出　生 38 人 死　亡 39 人
  面　積　   336.29km2

こ
ち
ら
編
集
室

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
６
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　

22
日
（
金
）

対
象
／
平
成
19
年
３
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
６
月
13
日
（
水
）

対
象
／
平
成
18
年
11
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
６
月
12
日
（
火
）

対
象
／
平
成
18
年
５
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
６
月
20
日
（
水
）

対
象
／
平
成
1�
年
11
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
６
月
７
日
（
木
）

対
象
／
平
成
1�
年
11
月
生
ま
れ

※
受
付
時
間

・
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児

　

午
後
０
時
��
分
～
１
時
1�
分

・
３
か
月
児
・
７
か
月
児

　

午
後
１
時
～
１
時
30
分

・
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
～
10
時

　

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。佐藤　由

ゆ い な

奈ちゃん
( 下原 )

星野　聖
せ れ ん

蓮ちゃん
( 寺迫 )

乳
幼
児
健
診

市役所は☎ 52 － 2111・東郷町地域自治センターは☎ 69 － 2111

日曜在宅医の確認は☎ 53－1214 へ

日向市保育協議会
（☎ 53ー5857）

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

テレホンサービス

〈
さ
〉

　

乳
幼
児
は
母
乳
や
ミ
ル
ク
以
外

に
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
を
食
べ
る

よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
口
の
中
の

細
菌
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の

時
期
に
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ま
せ

す
ぎ
た
り
、
歯
磨
き
を
怠
っ
た
り

す
る
と
、
す
ぐ
に
歯
垢
が
た
ま
り
、

む
し
歯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

乳
歯
は
生
え
変
わ
る
か
ら
む
し
歯

に
な
っ
て
も
大
丈
夫
と
い
う
考
え

は
大
き
な
間
違
い
で
す
。

　

乳
歯
の
む
し
歯
は
永
久
歯
の
む

し
歯
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

近
年
は
あ
ご
が
未
発
達
の
た
め
に

歯
並
び
が
悪
く
な
る
子
ど
も
が
増

え
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ

ご
を
使
わ
な
い
こ
と
や
歯
並
び
が

悪
い
こ
と
も
む
し
歯
の
原
因
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
の

は
乳
歯
が
生
え
る
時
期
（
２
～
５

歳
）
や
永
久
歯
が
生
え
て
く
る
６

歳
ご
ろ
で
す
。
生
え
た
ば
か
り
の

歯
は
組
織
が
柔
ら
か
い
の
で
、
細

●会場　日向市民健康管理センター　●問い合わせ　☎内線２１８４

菌
に
お
か
さ
れ
や
す
い
た
め
で

す
。

●
市
内
乳
幼
児
の
む
し
歯
の
状
況

・
む
し
歯
の
保
有
率　

18
か
月
児

（
Ｈ
1�
、２
．

��
％  

Ｈ
18
、４
．

�8
％
）

３
歳
児
（
Ｈ
1�
、
��
．

��
％　

Ｈ 

18
、
��
．

2�
％
）

・
一
人
当
た
り
の
む
し
歯
の
本
数

18
か
月
児
（
Ｈ
1�
、
０
．

0�
本　

Ｈ
18
、
０
．

13
本
）
３
歳
児
（
Ｈ 

1�
、
２
．

08
本　

Ｈ
18
、
２
．

12
本
）

　

平
成
1�
年
度
に
比
べ
、
18
年
度

は
む
し
歯
の
あ
る
子
の
割
合
も
一

人
当
た
り
の
む
し
歯
の
本
数
も
各

年
齢
共
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

む
し
歯
を
予
防
す
る
に
は
①
歯

磨
き
（
親
の
チ
ェ
ッ
ク
と
仕
上
げ

磨
き
を
忘
れ
ず
に
）
②
食
習
慣
（
甘

味
制
限
。
噛
む
力
を
養
う
メ
ニ
ュ

ー
を
）
③
生
活
習
慣
の
確
立
（
ダ

ラ
ダ
ラ
と
食
べ
さ
せ
な
い
）
④
フ

ッ
素
の
利
用
（
歯
質
の
強
化
、
再

石
灰
化
を
促
進
）
⑤
定
期
的
な
歯

科
検
診
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

歯
が
見
え
て
き
た
ら
ま
ず
予

防
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
清
潔
な

歯
と
口
を
保
ち
ま
し
ょ
う
ね
。

～止まって確認！無事故に挑戦～

３月中の交通事故
 人身事故 死亡 負傷者 物損事故
　38 件 0 人 41 人 87 件
 （－ 7） （－ 1） （－ 9） （＋ 12）

日向市の人口と世帯
　（含む外国人登録者／ H19.5.1 現在）

６
月
４
日
～
10
日
は

「
歯
の
衛
生
週
間
」
で
す
。

■
温
泉
へ
入
ろ
う
⑬

■
音
楽
を
活
用
し
た

子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

リ
ズ
ム
あ
そ
び
教
室
♪

「
ド
レ
ミ
く
ら
ぶ
」
の
ご
案
内
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着物姿に帽子、草
わ ら じ

鞋ばき。酒と旅を愛した郷土の歌
人「若山牧水」。4 月 28 日、その姿に扮した「なり
きり旅人」は、約 4 キロのコースを歩き、牧水を育
んだ自然やゆかりの地を満喫しました。表紙写真は
なりきり牧水ツアー参加者たち。疲れも見せず満面
の笑みでした。
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